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︱
︱
︱
玉
ね
ぎ
の
栽
培
を
始
め
た
き

っ
か
け
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

両
親
か
ら
土
地
を
相
続
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
約
10
年
前
に
栽
培

を
始
め
ま
し
た
。

極
早
生
と
中
晩
生
の
品
種
を
合
計

10
ア
ー
ル
栽
培
し
て
い
ま
す
。
収
穫

時
期
に
な
る
と
子
や
孫
が
手
伝
い
に

来
て
く
れ
ま
す
。

︱
︱
︱
栽
培
で
特
に
気
を
遣
う
こ
と

や
難
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

栽
培
に
お
い
て
最
も
気
を
遣
う
の

は
圃
場
の
環
境
管
理
で
す
。
排
水
を

良
く
す
る
事
と
、
土
壌
酸
度
を
㏗
６

～
６
・
５
に
保
つ
事
が
重
要
で
す
。

石
灰
を
入
れ
る
こ
と
で
酸
度
調
整
を

行
い
土
壌
を
良
い
環
境
に
し
て
い
き

ま
す
。

病
害
虫
の
防
除
も
重
要
な
作
業

で
、
代
表
的
な
病
気
は
ベ
ト
病
や
腐

敗
病
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
放
置
す
る

と
他
の
株
に
伝
染
し
収
量
に
大
き
く

影
響
し
ま
す
。
適
期
の
防
除
が
大
事

で
、
降
雨
前
の
防
除
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。

「サポート体制も充実。消費者需要が高い品目です」
松浦町

( ) 川
か わ

島
し ま

 和
か ず

博
ひ ろ

 さん（75歳）

ジャンルを問わず、様々な料理で活躍する玉ねぎ。健康面でも血液サラ

サラ効果や疲労回復、免疫力アップなど多方面で万能な野菜です。　

今回は収穫前の川島さんの圃場を訪れ、玉ねぎ栽培の魅力などについて

伺いました。

玉ねぎ
10アール
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６月の星座占い　今月のあなたの運勢は？（次ページ）

	 5月30日、6月1～2日 
支所別説明会

	 9～10日	 盆用品展示会（伊万里地区）

	19～25日	 夏の家電祭り・フタタキャンペーン

	 26日	 梨出荷販売会議

	 27日	 組合員訪問日

	 28日	 第58回通常総代会

※予定のため、変更の可能性があります。

contents
くじくじも

event
月の行事月の行事６

︱
︱
︱
玉
ね
ぎ
の
栽
培
に
関
心
が
あ
る
方

に
一
言
お
願
い
し
ま
す
︒

Ｊ
Ａ
伊
万
里
の
玉
ね
ぎ
部
会
は
定
植
か

ら
出
荷
ま
で
Ｊ
Ａ
の
指
導
員
に
よ
る
サ
ポ

ー
ト
が
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。
現
地
で

の
研
修
会
も
定
期
的
に
開
催
さ
れ
、
と
て

も
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

新
規
で
栽
培
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は

不
安
な
こ
と
ば
か
り
だ
と
思
い
ま
す
が
、

玉
ね
ぎ
は
『
稼
げ
る
』
品
目
だ
と
思
い
ま

す
。
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

さが園芸888運動
さが園芸888運動は、生産者やJA、行政等
関係機関が連携し、令和10年度までに県内
の園芸産出額888億円を目指す運動です。各
種支援対策を通じて「稼げる農家」を増やし、
さらに、それを目指す新たな担い手が確保さ
れるという好循環の創出により、本県農業生
産の拡大と生産者の所得増大を目指します。

※推進事業の支援内容や詳細な要件等は、
JA、市町等にご確認ください。

●レッツ!!園芸-888… ……………… 2〜3
●食農教育活動フォトギャラリー… ………4 

表紙紹介　孫はかわいか
●ニュース＆トピックス… …………… 5～7
●令和５年度　三組織役員紹介……………8 

第58回通常総代会開催のお知らせ
●LA（ライフアドバイザー）の紹介… ……9
●６月の農作業だより…………… 10〜11
●家庭菜園……………………………… 12
●農政記事、市場レポート… …………… 13
●インフォメーション… ………………… 14 

美味しく食べて美しく「梅雨太り対策」
●理事会報告　………………………… 15 

JAでんきでお得キャンペーン抽選会 
おくやみ

●おいしいミルクレシピ………………… 16 
クロスワードクイズ

●フルーツパラダイス… ………………… 17
●ナイスガイ……………………………… 18 

直売所コーナー
●インフォメーション… ………………… 19 

家の光7月号の主な内容 
ホームページ 6月の「プレゼント」紹介

●インフォメーション… ………………… 20

︱
︱
︱
営
農
品
目
と
し
て
︑
玉
ね
ぎ
の
魅

力
は
何
で
し
ょ
う
か
︒

幅
広
い
用
途
で
使
用
で
き
、
消
費
者
か

ら
の
需
要
が
高
い
品
目
な
の
で
安
定
し
て

栽
培
が
可
能
で
す
。
頑
張
り
次
第
で
高
収

益
も
見
込
め
る
の
で
、
や
り
が
い
に
も
繋

が
り
ま
す
。

水
稲
の
裏
作
と
し
て
の
栽
培
も
可
能

で
、
田
の
有
効
利
用
が
で
き
る
の
も
強
み

だ
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
水
稲
の
裏
作

で
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。
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大川内小５年生　種まき
（５月12日）

立花小５年生　種まき
（５月９日）

大川保育園 野菜苗植え
（４月27日）

牡羊座
（3/21〜4/19）

【全体運】コミュニケーション運が活発化。人との交流にツキがあります。新しい習い事を始めるのもお勧め。金運も良好
【健康運】体力アップの好機。ハードなトレーニングもOK　　【幸運を呼ぶ食べ物】オクラ

はは孫孫表紙
紹介 かかわわ

いいかか

有田町広瀬

福野 智
ち

彩
さ

ちゃん（９歳）

　　 真
ま

歩
ほ

ちゃん（８歳）

　　 桔
き っ

平
ぺ い

く　ん（５歳）

祖父 福野 隆繁さん	 祖母 里子さん

♥お孫さんの紹介

智彩……妹と一緒にダンスを踊っています。
真歩……弟の面倒を良く見てくれています。
桔平……動物が大好きで家族のムードメーカー。

♥お孫さんからおじいちゃん・おばあちゃんへメッセージ
いつもいろいろ買ってくれてありがとう。
やさしいじぃじとばぁば♡
これからも２人仲よく元気でいてね。
大すきだよ♡

♥おじいちゃん・おばあちゃんからお孫さんへメッセージ
お姉ちゃん２人はダンス頑張ってね！
桔平は来年から小学校だから勉強を頑張ってね！

食農教育活動フォトギャラリー
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女
性
部
通
常
総
会
・
家
の
光
大
会

牡牛座
（4/20〜5/20）

【全体運】スケジュールは詰め込み過ぎず余裕を持って。会話を楽しむゆとりがいい流れを運んできてくれます。外出にツキ
【健康運】荒ててけがなどしないように。安全第一で　　【幸運を呼ぶ食べ物】ミョウガタケ

&NewsNews TopicsTopicsニュース トピックス

組
織
の
枠
を
超
え
た
交
流
を

決
意
を
胸
に
共
済
普
及
活
動
を
展
開

Ｊ
Ａ
伊
万
里
青
年
部
（
副
島
義
門
部
長
）
は
４
月
22
日
に
本
所
で
第
21
回
青
年
部
通
常
総

会
を
開
き
、
各
支
部
の
盟
友
や
来
賓
な
ど
約
１
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
の
活
動
収
支
報
告
や
５
年
度
の
収
支
予
算
と
事
業
計
画
、
新
役
員
な
ど
を
承

Ｊ
Ａ
伊
万
里
は
４
月
17
日
に
本
所
で
令
和
５
年
度
Ｌ
Ａ
（
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
進
発

式
を
開
催
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
ら
し
い
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
基
本
方
針
に
Ｌ
Ａ
17
人
が
全

Ｊ
Ａ
伊
万
里
女
性
部
（
黒
川
茂
美
部
長
）
は
４
月
16
日
に
本

所
で
女
性
部
通
常
総
会
・
家
の
光
大
会
を
開
き
、
女
性
部
員
や

来
賓
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
約
１
７
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
令
和

４
年
度
は
新
た
に
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
を
開
講
し
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
の
学
習
と
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
５
年
度
は
食・農・

地
域
の
活
性
化
と
仲
間
づ
く
り
や
Ｊ
Ａ
事
業
へ
の
積
極
的
な
運

営
参
画
を
す
す
め
ま
す
。
ま
た
、
退
任
さ
れ
る
役
員
の
皆
さ
ん

に
記
念
品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
伊
万
里
は
４
月
17
日
に
伊
万
里
市
、
有
田
町
の
教
育
委
員
会
を
訪
問
し
、
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
食
農
教
育
応
援
事
業
に
よ
る
小
学
校
高
学
年
向
け
の
補
助
資
材
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

田
代
組
合
長
は「
食
の
環
境
と
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」と
話
し
、

教
材
本
『
農
業
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
』
を
両
市
町
の
教
育
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

小
学
校
へ
食
農
教
材
本
の
贈
呈

青
年
部
通
常
総
会

Ｊ
Ａ
共
済 

Ｌ
Ａ
進
発
式

つ
な
が
り
を
大
切
に
︑想
い
を
ひ
と
つ
に

食
と
農
業
の
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
に

認
。
５
年
度
は
盟
友
間
の
連
携
を
強
化
し
研
修
会
や
交
流

会
を
通
し
て
組
織
の
枠
を
超
え
た
繋
が
り
を
深
め
る
こ
と

で
新
た
な
出
会
い
か
ら
生
ま
れ
る
可
能
性
を
原
動
力
に
地

域
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

新
部
長
に
井
手
慎
太
郎
さ
ん
（
波
多
津
支
部
）
が
選
出

さ
れ
「
偉
大
な
先
輩
方
の
活
動
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
今

年
の
メ
ン
バ
ー
で
し
か
で
き
な
い
よ
う
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
で

内
容
の
濃
い
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

体
目
標
２
５
７
万
２
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
必
達
を
誓
い
ま
し
た
。

５
年
度
は
３
Ｑ
活
動・あ
ん
し
ん
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
に
よ
る「
ひ

と
保
障
」
提
案
の
取
組
な
ど
計
３
項
目
を
最
重
点
取
組
事
項
と
し

て
、「
ひ
と・い
え・く
る
ま
」
の
総
合
保
障
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

田
代
組
合
長
は
「
何
か
あ
っ
た
と
き
に
助
け
に
な
る
の
が
Ｊ
Ａ

共
済
。
組
合
員
・
利
用
者
に
喜
ば
れ
る
最
適
な
保
障
の
提
案
を
お

願
い
し
た
い
」
と
激
励
。
Ｌ
Ａ
は
そ
れ
ぞ
れ
に
目
標
達
成
に
向
け

て
決
意
表
明
し
、
岩
永
明
日
香
Ｌ
Ａ
（
西
有
田
支
所
）
の
音
頭
で

ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
を
力
強
く
行
い
、
意
思
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

総
会
の
中
で
家
の
光
大
会
も
行
わ
れ
、
愛
読
優
績
支
所
表
彰
で
西
部
支
所
（
東
山
代
）
が

１
位
を
受
賞
し
ま
し
た
。
記
念
講
演
で
は
家
の
光
専
門
講
師
の
佐
久
間
幸
子
氏
が
『
女
性
が

創
る
、
地
域
と
未
来
』
と
題
し
て
、
女
性
パ
ワ
ー
の
素
晴
ら
し
さ
を
講
演
し
ま
し
た
。

平
成
20
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

取
り
組
み
は
今
年
で
16
回
目
。
教

材
は
野
菜
や
果
物
の
作
り
方
、
農

業
と
消
費
者
の
関
わ
り
方
や
身
近

な
食
べ
物
の
食
料
自
給
率
な
ど
が

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
等
で
分
か
り
や

す
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲退任された役員の皆さん

▲伊万里市教育委員会 
松本教育長㊧

▲有田町教育委員会 
栗山教育長㊧

▲ガンバロウ三唱を行うLA

▲就任の挨拶をする井手新部長㊧
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双子座
（5/21〜6/21）

【全体運】好情報をキャッチでき状況は好転へ。好奇心のアンテナを高く掲げておきましょう。習い事にもツキがあります
【健康運】運動は仲間と一緒に。楽しみながら長続きできます　　【幸運を呼ぶ食べ物】ソラマメ

&NewsNews TopicsTopicsニュース トピックス

う
ま
い
伊
万
里
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
作
り
を

Ｊ
Ａ
伊
万
里
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
部
会
（
落
合
謙
一
部
会
長
）
は
４
月
18
日
に
本
所
で
通
常

総
会
・
出
荷
販
売
反
省
会
を
開
き
、
部
会
員
や
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
約
30
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
産
は
天
候
に
恵
ま
れ
全
体
的
に
良
好
な
結
実
と
な
り
、
果
実
肥
大
に
よ
り
大
玉

果
の
比
率
が
高
く
推
移
し
ま
し
た
。
５
年
産
は
「
高
品
質
・
安
定
供
給
・
安
心
安
全
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
部
会
員
の
強
固
な
連
帯
意
識
と
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
協
調
を
図
り
、
販
売
数
量

50
ト
ン
、
販
売
金
額
２
５
０
０
万
円
を
目
指
し
ま
す
。

落
合
部
会
長
は
「
４
年
産
は
生
産
者
の
努
力
で
40
ト
ン
を
超
え
る
収
量
を
上
げ
る
こ
と
が

Ｊ
Ａ
伊
万
里
生
産
牛
部
会
（
浦
川
健
治
部
会
長
）
は
４
月
24
日
に
本
所
で
通
常
総
会
を
開

き
、
部
会
員
や
Ｊ
Ａ
役
職
員
、
来
賓
ら
約
50
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

田
代
組
合
長
は
「
飼
料
等
の
高
騰
で
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま

っ
て
人
の
動
き
が
活
発
化
し
牛
肉
の
消
費
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は
農
業
者
応
援
事
業
や
繁
殖
導
入
事
業
の
活
用
に
よ
り
生
産
基
盤
拡
大
、
自

家
保
留
に
努
め
た
結
果
、
子
牛
販
売
頭
数
２
５
９
頭
、
販
売
実
績
１
億
４
２
３
９
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
５
年
度
は
自
給
飼
料
の
確
保
拡
大
や
繁
殖
牛
の
管
理
観
察
、
衛
生
管
理
の
徹
底

生
産
牛
部
会
通
常
総
会

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
部
会
通
常
総
会
・
出
荷
販
売
反
省
会

今
後
の
牛
肉
消
費
に
期
待

で
き
た
。
今
年
産
も
良
い
意
見
を
共
有
し
な
が
ら
〝
う
ま
い
伊
万

里
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
〞
作
り
を
実
現
し
よ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

出
荷
販
売
反
省
会
で
は
、
取
引
市
場
の
担
当
者
か
ら
の
情
勢
報

告
や
活
発
な
意
見
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

を
行
い
、
安
定
経
営
維
持
の
た
め
の
良
質
子
牛
生
産
に
努
め
ま
す
。

生
産
牛
共
励
会
の
表
彰
も
行
わ
れ
、『
去
勢
の
部
』
で
前
田
和
朝

さ
ん
（
南
波
多
支
所
）、『
雌
の
部
』
で
仲
尾
基
樹
さ
ん
（
東
部
支
所
）

が
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

▲『去勢の部』最
優秀賞を受賞
した前田さん▲挨拶をする 

落合部会長

契
約
者
・
利
用
者
の
満
足
度
向
上
に
努
め
る

Ｊ
Ａ
伊
万
里
は
４
月
26
日
に
本
所
で
令
和
５
年
度
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
（
共
済
窓
口
事

務
担
当
者
）
進
発
式
を
開
き
、
関
係
役
職
員
ら
31
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
は
Ｊ
Ａ
共
済
「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
」
の
総
合
保
障
の
中
で
特

に
「
く
る
ま
」
を
中
心
に
普
及
、保
全
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
田
代
組
合
長
は
「
契
約
者・

Ｊ
Ａ
伊
万
里
は
長
崎
県
の
平
戸
口
中
央
家
畜
市
場
で
４
月
21
日
に
多
頭
購
買
者
へ
の
感
謝

状
の
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
感
謝
状
は
同
市
場
で
１
年
間
に
最
も
子
牛
の
購
入
が
多
い

組
織
に
送
ら
れ
る
も
の
で
、
令
和
４
年
度
は
Ｊ
Ａ
伊
万
里
管
内
で
合
計
５
９
７
頭
の
購
入
実

平
戸
口
中
央
家
畜
市
場
で
感
謝
状
贈
呈
式
に
出
席

ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
進
発
式

多
頭
購
買
の
感
謝
状
を
受
領

利
用
者
の
『
も
し
も
』
の
為
に
Ｌ
Ａ
と
密
に
連
携
し
て
保
障
の
拡
充
を

お
願
い
し
た
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

５
年
度
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
更
な
る
浸
透
と
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
事
業
の
効
率
化
、
信
頼
性
の
向
上
に
取
り
組

み
ま
す
。
共
済
保
全
目
標
達
成
の
為
、
犬
塚
順
美
職
員
（
中
央
支
所
）

に
よ
る
決
意
表
明
、
赤
石
佳
蓮
職
員
（
西
有
田
支
所
）
の
音
頭
で
ガ
ン

バ
ロ
ウ
三
唱
を
力
強
く
行
い
今
年
度
の
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

績
が
あ
り
ま
し
た
。

感
謝
状
贈
呈
式
に
出
席
し
た
田
代
組
合
長
は
「
こ
の
感
謝
状
を
頂
け

る
の
は
管
内
の
肥
育
牛
農
家
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
の
賜
物
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
よ
り
良
い
畜
産
経
営
を
行
え
る
よ
う
に
、
Ｊ
Ａ
伊
万
里
と
し
て

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

毎
月
21
日
、
22
日
に
同
市
場
で
は
子
牛
の
せ
り
が
開
催
さ
れ
、
今
年

度
の
初
め
て
の
せ
り
に
は
２
日
間
で
５
９
２
頭
の
子
牛
が
出
荷
さ
れ
ま

し
た
。
同
Ｊ
Ａ
管
内
か
ら
は
今
回
、合
計
47
頭
の
購
入
が
あ
り
ま
し
た
。

▲感謝状を受け取る田代組合長㊨

▲契約者・利用者の保障強化
に向け意思統一
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蟹座
（6/22〜7/22）

【全体運】追い風に恵まれます。時間をかけて準備をすれば成功率はさらにアップ。ニュースは小まめにチェックしましょう
【健康運】つい食べ過ぎてしまいがち。食事はバランス良く　　【幸運を呼ぶ食べ物】シソ

梅
部
会
通
常
総
会

地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
展
開

農
作
業
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

Ｊ
Ａ
伊
万
里
女
性
部
の
助
け
あ
い
組
織
「
明
日
香
の
会
」（
橋
口
文
子
会
長
）
は
４
月
16

日
に
本
所
で
通
常
総
会
を
開
き
、
協
力
会
員
ら
94
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
開
催
で
き
な
か
っ
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
活

動
を
６
月
か
ら
再
開
。
感
染
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
年
間
14
回
の
活
動
に
は
４
０
６
人
の
利

用
会
員
が
参
加
し
、協
力
会
員
述
べ
１
９
７
人
が
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や
昼
食
の
手
伝
い
な
ど
、

利
用
者
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
５
年
度
は
、
よ
り
多
く
の
利
用
者
の
輪
が

Ｊ
Ａ
伊
万
里
は
４
月
22
日
に
農
機
具
セ
ン
タ
ー
で
農
機
具

ミ
ニ
展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

春
の
農
繁
期
を
控
え
る
こ
の
時
期
に
ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植

え
機
、
草
刈
り
機
な
ど
の
多
数
の
農
業
機
械
を
展
示
販
売
。

会
場
で
は
来
場
者
が
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
に
試
乗
す
る
姿
や
メ

ー
カ
ー
担
当
者
、
Ｊ
Ａ
職
員
ら
に
取
扱
い
方
法
や
性
能
を
確

認
す
る
な
ど
、
終
日
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
同
展
示
会
に
は
約
80
人
が
来
場
し
、
販

売
目
標
を
大
き
く
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
伊
万
里
梅
部
会
（
古
賀
正
春
部
会
長
）
は
４
月
20
日

に
本
所
で
、
部
会
員
や
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
約
50
人
が
出
席
し
、

通
常
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

令
和
４
年
産
は
冬
場
の
低
温
と
生
育
期
間
の
高
温
、
適
度

な
降
雨
に
よ
り
大
玉
果
・
高
品
質
果
の
生
産
が
で
き
、
４
年

連
続
の
販
売
高
１
億
円
を
達
成
し
ま
し
た
。
部
会
員
は
授
粉

樹
の
積
極
的
な
導
入
な
ど
５
年
度
の
活
動
計
画
内
容
を
確

認
。
５
年
連
続
の
販
売
高
１
億
円
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
伊
万
里
の
直
営
直
売
所
、
松
浦
の
里
の
会
員
組
織
『
百
菜
の
会
』
は
４
月
22
、
23
日

の
両
日
に
松
浦
の
里
18
周
年
創
業
祭
を
開
き
ま
し
た
。

松
浦
の
里
18
周
年
創
業
祭

助
け
あ
い
組
織﹁
明
日
香
の
会
﹂総
会

農
機
具
ミ
ニ
展
示
会

５
年
連
続
販
売
高
１
億
円
を
目
指
し
て

特
賞
当
選
に
笑
顔

広
が
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
充
実
に
努
め
、
組
織
活
動
を
通
じ
て

心
ふ
れ
あ
う
地
域
づ
く
り
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

役
員
改
選
で
は
新
会
長
に
幸
島
エ
ミ
子
さ
ん
（
東
部
支
所
）
が
選

出
さ
れ
「
協
力
会
員
や
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
と
支
え
あ
い
な
が
ら
地
域
貢

献
の
一
つ
と
し
て
高
齢
者
ケ
ア
に
努
め
て
い
く
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
の
山
田
浩
二
所
長
は
「
こ
れ
か
ら
の
農
繁
期
に
向
け
て
、
安
全
に
農
業
機
械

を
使
用
い
た
だ
き
、
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

古
賀
部
会
長
は「
栽
培
研
修
会
や
研
究
会
を
実
施
し
栽
培
技
術
の
向
上
を
図
り
、『
量
は
力
、

品
質
は
信
用
』
を
胸
に
高
品
質
な
伊
万
里
梅
の
生
産
を
お
願
い
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

役
員
改
選
も
行
わ
れ
、
新
部
会
長
に
原
茂
樹
さ
ん
（
中
央
支
所
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

店
内
に
は
朝
採
り
の
新
鮮
野
菜
や
旬
の
果
物
、
加
工
品
な
ど

が
豊
富
に
並
び
、
普
段
の
２
倍
以
上
と
な
る
約
１
５
０
０
人
が

来
店
し
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。
来
店
客
は
「
品
揃
え
が
良

く
い
つ
も
利
用
し
て
い
る
。
地
元
の
安
全
な
農
産
物
が
安
く
購

入
で
き
る
の
が
あ
り
が
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

期
間
中
は
１
０
０
０
円
以
上
の
購
入
者
に
対
し
て
空
く
じ
な

し
の
お
楽
し
み
抽
選
会
を
実
施
。
特
賞
の
伊
万
里
産
佐
賀
牛
や

果
物
詰
め
合
わ
せ
を
求
め
て
、
抽
選
会
場
も
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

▲任期満了の感謝状を受ける 
古賀部会長㊨

▲特賞の「伊万里産佐賀牛」当選!!

▲JA職員より説明を受ける来場者

▲就任の挨拶をする
幸島エミ子新会長
㊧
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獅子座
（7/23〜8/22）

【全体運】少し融通を利かせると驚くほどスムーズに物事が進展。周囲の話に耳を傾けて。同じ目的なら協力するのが大正解
【健康運】歯科検診など口腔（こうくう）ケアに力を入れて　　【幸運を呼ぶ食べ物】サクランボ

第58回通常総代会
開催のお知らせ

記

第58回通常総代会を下記の日程で開催します。
今年度は、令和４年度事業決算報告および令和

５年度事業計画など９議案を提案いたします。
総代会は農協運営の「最高意思決定機関」です。

総代の方につきましては全員の出席をお願いいたし
ます。

第58回通常総代会
〇開催日時 

令和5年6月28日㈬ 
	 午後1時30分

〇場 所 
JA伊万里本所　3階大会議室

※会場駐車場は限りがありますので、でき
るだけ乗り合わせてご来場ください。

令和５年度三組織役員（生産組合連絡協議会、青年部、女性部）のみなさんが決まりました。
この１年間、JA運動の組織役員としてご尽力いただくみなさんは次の通りです。 （敬称略）

令和５年度　三組織役員のみなさんが決まりました令和５年度　三組織役員のみなさんが決まりました

生産組合連絡協議会

会長
小島　茂幸

青 年 部

部長
井手 慎太郎

女 性 部

部長
黒川　茂美

支 所 役 職 氏 名
北 部（ 黒 川 ） 会 長 小島　茂幸
中央（伊万里） 副 会 長 石部　良征
西 有 田 副 会 長 山口　政幸
中 央 委 員 松尾　　修
北部（波多津） 委 員 井手　英二
西 部（ 二 里 ） 委 員 峯　　泰光
西部（東山代） 委 員 多久島勝彦
西 部（ 山 代 ） 委 員 山本　一郎
南 波 多 委 員 小林　正司
東 部（ 大 川 ） 委 員 楢﨑　常明
東 部（ 松 浦 ） 委 員 中村敬二郎
有 田 委 員 岩永　嘉之

支 所 役 職 氏 名
北部（波多津） 部 長 井手慎太郎
南 波 多 副 部 長 稗田孝太郎
東 部（ 大 川 ） 副 部 長 久保　圭太
中央（伊万里） 委 員 松尾　達也
中 央 委 員 片岡　伸治
北 部（ 黒 川 ） 委 員 坂口　友寛
北部（波多津） 委 員 奈良崎賞也
東 部（ 松 浦 ） 委 員 田代　陽洋
西 部（ 二 里 ） 委 員 浦川　健治
西部（東山代） 委 員 幸松　敏行
西 部（ 山 代 ） 委 員 川久保勝也
南 波 多 委 員 草場　将司
東 部（ 大 川 ） 委 員 原　　岳洋
西 有 田 委 員 木寺　信寿
中 央 顧 問 副島　義門
西 部（ 二 里 ） 県青協委員 福田　佑大

支 所 役 職 氏 名
中央（伊万里） 部 長 黒川　茂美
東 部（ 松 浦 ） 副 部 長 山口　仁恵
西 有 田 副 部 長 陣内　智子
西 部（ 山 代 ） 会 計 山本　茂子
中央（伊万里） 委 員 前山　泰子
中 央 委 員 中島かつ子
北 部（ 黒 川 ） 委 員 小島　利津
北部（波多津） 委 員 渡辺　盛子
西 部（ 二 里 ） 委 員 前田美弥子
西部（東山代） 委 員 副島　洋子
南 波 多 委 員 前田　有美
東 部（ 大 川 ） 委 員 大坪由美子
有 田 委 員 金子みどり
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乙女座
（8/23〜9/22）

【全体運】なんとなく過ごしているとトラブルに巻き込まれる恐れが。予定はしっかり確認、詐欺対策などの情報もチェック
【健康運】リラックスタイムを確保。足のつぼ押しも◎　　【幸運を呼ぶ食べ物】カレイ

現在、現在、「「3Q3Q活動活動」」展開中です展開中です
JA共済は、組合員・利用者に満足いただけるようライフアドバイザー（LA）が中心となり、

様々なライフスタイルに合わせて「ひと・いえ・くるま」の総合保障を提案しています。
皆様の生涯設計についてお気軽にご相談くださいますようよろしくお願いします。

山口 裕司
LAトレーナー

久保田雅昭
共済推進課長

JA伊万里は令和５年度、17名のライフ
アドバイザー（LA）と１名のLAトレーナー、
総勢18名で組合員・地域の皆様にJA共済
の情報を提供するため日夜励んでいます。

５年度も3Q活動で保障内容の確認・点
検を実施するとともに「ひと・いえ・くるま」
の総合保障の提供と組合員・地域との「絆
の強化」に取り組んでいきますので、どう
ぞよろしくお願いいたします。

東部ブロック

中部ブロック

本 所

南部ブロック

北西部ブロック

百武いつ子（東部）

永田 浩子（中央）

岩永明日香（西有田）

吉田 詩朗（西部）

稗田 貴子（南波多）

松尾千穂子（中央）

金丸 尚平（西有田）

井本 幸一（北部）

内囿 義継（有田）

山本 拓也（南波多） 前田 智美（西有田）

小旗 裕子（北部）

原口 尚紀（東部）

大木　毅（中央） 松尾美佐子（西部）

川原 義裕（中央） 池田 有里（西部）
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天秤座
（9/23〜10/23）

【全体運】遊びに行きましょう。季節の恵みを感じられるプランがお勧め。いつもより遠出を。新作や限定メニューにツキ
【健康運】血行を良くする運動でむくみや肩凝りを予防　　【幸運を呼ぶ食べ物】葉ショウガ

農作業だより農作業だより ６６月月
農 産
品 目 主要管理 管理のポイント

●水稲
早
期
作

○施肥 ・移植後30～40日頃に「ケイ酸カリ」を、10アール当り30キロ施用する。
・穂肥は、6月中旬頃に葉色を見て施用する。

○病害虫防除 
（臨機防除）

・イモチ病は「オリブライト粒剤」、イネミズゾウムシ、イネツトムシには「トレボン粒剤」を散布する。

○水管理 ・分けつ確保までは浅水管理とし、その後中干し（6月上～中旬）を行い、間断かん水に入る。

普
通
期

○本田準備 ・代かきは、足に土の固まりを感じる程度に行う。
○箱施薬 ・田植え前日か当日に必ず「ブーンゼクテラ箱粒剤」を箱当り50グラム散布すること。
○移植 ・植付け株数は50～60株とし、植付本数は1株当り3～4本とする。

・ヒノヒカリ・たんぼの夢は、品質向上を図るため、6月中旬ごろからの移植を行う。
○除草 ・「ラオウ粒剤1キロ」を移植直後～7日までに施用する。 

→散布後4～5日は田面が見えないよう水を溜める。
○水管理 ・植付後3～4日は深水。その後は浅水にして低次分けつの確保に努める。
○施肥 〈夢しずく〉

・元肥は「BB480」を全層で10アール当り25キロ、側条施肥10アール当り20キロ施用する。 
（ケイ酸加里入り・夢しずく用元肥一発でも可）
〈ヒノヒカリ〉
・元肥は「ケイ酸加里入り元肥一発肥料LPBB599（らくらく）」を全層で10アール当り50キロ、側条施肥で

10アール当り45キロ施用する。
〈たんぼの夢〉
・元肥は「ハイユーコート」を全層で10アール当り40キロ、側条施肥で10アール当り35キロ施用する。 

側条施肥で10アール当り45キロ施用する。 
※基本は元肥～追肥～穂肥体系を推奨します。

●大豆 ○耕起 ・土の固まりがないように、土を細かく耕起する。
○施肥 ・播種の10日前までに、「ケイカル」80キロを必ず施用する。

・元肥として「BB066」を10アール当り20キロ施用する。
○播種 ・天候や圃場条件を見ながら、6月中旬より播種を行う。 

※大豆は播ける時が適期ですが、極端な早播きにならないようにする。
○除草 ・播種直後～発芽前までに「クリアターン細粒剤・乳剤」の散布を行う。

園 芸
品 目 主要管理 管理のポイント

●タマネギ ○適期収穫 
（中晩生）

・圃場全体に葉が倒れてから7～10日後が収穫適期。
・必ず天日干しを圃場で2日以上実施し、初期乾燥を良くしてコンテナに入れ、長期貯蔵に備える。

○病害虫防除 ・最終防除（貯蔵中の腐敗防止）
●春南瓜 ○整枝管理 ・着果節位までは孫つるを摘み、その後は放任する。

・基本、子づるの8～13節に着果確認後、子づるの摘芯を行う。 
（着果位置は気候により変動するため、早めの摘果をしないようにする）

○追肥 ・着果確認後に追肥（BB480を40キロ/10アール当り）を行う。（平均野球ボール～ソフトボールサイズにて）
○品質向上対策 ・果皮が濃緑色に変化してからスイカシート（メロンマット）を敷く。
○病害虫防除 ・うどんこ病や疫病、ウリハムシ、スリップス、アブラムシに注意し、収穫時期まで葉茎の維持に努める。
○収穫時期 ・人工交配後、45～50日頃が収穫時期となる。

・未熟果は出荷不可。試し切りを行ない完熟果の収穫を行う。
●いちご

○
本
圃
管
理

温度管理 ・天井ビニールに遮光資材を塗布し、下温管理を行う。
適期収穫 ・収穫着色基準を遵守し、品質低下を回避する。7分収穫。イタミ果はパック内に混入しない。
収穫期の延長 ・収穫後は速やかに予冷庫に入庫してからパック詰めを行う。
病害虫対策 ・うどんこ病とダニの蔓延に注意！最後まで徹底した防除を行う。
かん水 ・乾燥すると果実が太らないため、積極的に施肥・かん水を行う。

○
親
株
管
理

親株育成 ・葉色やランナーの発生状況を確認しながら、施肥を行う。
採苗開始 ・太いランナー、格好の良いランナーが発生してきたら、随時採苗を開始する。
防除対策 ・炭疽病の防除を徹底する。

●アスパラガス ○立茎作業 ・立茎本数の少ないところは追加立茎を行う。（ただし、梅雨時期は良い親が立たないため立茎しない）
追加立茎は8月末までに行う。

○温度・水管理 ・高温注意、30℃以上で葉ヤケなど障害が出やすくなるため、サイド・妻面ビニールを開放し下温に努 
める。

・乾燥しないようなかん水を行なう。雨が続く時は状況を見ながら2～3日間隔でかん水を行う。土をにぎ
ってかたまるくらい水分があればさらに延ばす。梅雨前の排水対策を徹底する。

○病害虫防除 
（スリップス・ 
ハダニ・ヨトウムシ）

・通風を良くし、除草する等ハウス内の環境整備を行う。
・茎枯病が発生したら、早めに除去してハウス外に持ち出す。
・適期防除、早期防除を心がける。14日おきの防除を心がける。

○摘芯・下枝整理 ・下枝や垂れ下がった茎葉は必要に応じて整理する。
・葉面積を確保しながら通風採光の良い状態に保つ。摘芯の高さは120～130㎝、枝数15～20本。

○施肥管理 ・夏芽の収穫量が増加してきたら、夏肥を施用する。
・収量が多い時に肥料が効くように施用する。粒肥は効くまで時間がかかるため、早め早めに施用する 

こと。
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蠍座
（10/24〜11/22）

【全体運】やり残しがないか確認しましよう。丁寧な連絡でミスを回避。1人で無理せず協力者を探す姿勢も大事です
【健康運】カルシウムをしっかり取って骨の強化を　　【幸運を呼ぶ食べ物】メロン

農作業だより農作業だより ６６月月
果樹・特産
品 目 主要管理 管理のポイント

●梨 ○新梢管理 ・新梢管理を行い、果実一つひとつに太陽光線を当てる。

○ハウスの仕上げ 
管理

・小玉果を再度摘果する。
・ビニールを再度被覆する。

○病害虫防除 【後期黒星病の追放】【カメムシ、シンクイムシ防除】
・スミチオン水和1,000倍＋オキシラン水和500倍
・アグロスリン水和2,000倍＋フロンサイドSC2,000倍
・ダイアジノン水和1,000倍＋スコア顆粒2,000倍

●ぶどう ○若木の誘引 ・新梢伸長を促進させるために、定期的に誘引を行う。

○摘房（巨峰） ・10アール当り4,000～5,000房まで整理する。
・樹勢及び1房重を加味し、結果量の調整を行う。

○摘粒（巨峰） ・房あたり30±3粒を目安に、小さい粒や内向きを除去する。

○着色促進対策 
（環状はく皮）

・【処理時期】満開35日後　　【処理幅】5～10ミリ
・処理後は、はく皮部分にガットサイドSを塗布する。

○病害虫防除 ・袋掛け前は、薬液の量、勢い、ノズル等の調整に気を付け、汚れにくい薬剤を選択する。
【小豆大】
・エクシレルSE 5,000倍＋アミスター10フロアブル1,000倍
【大豆大】
・アディオンフロアブル 1,500倍＋オンリーワンフロアブル 2,000倍
【袋掛け後】
・コルト顆粒水和3,000倍加用＋レーバスフロアブル2,000倍

●みかん ○着果の多い園 【間引き摘果】
・ターム水溶剤1,500倍
・満開後20～40日（二次生理落果期）
【摘果】
・早期摘果の実施により肥大促進を行う。

○夏肥 ・早熟早生、早生…みかん美人1.5袋
・中生、普通…みかん美人2袋 ⇒ 6月上旬までに施用する。

○病害虫防除 【ハダニ、サビダニ、黒点病】
・〔上旬〕マシン油200倍＋アグリメック2,000倍＋ジマンダイセン水和剤600倍
【ゴマダラカミキリ、カイガラムシ、黒点病、ハダニ】
・〔下旬〕エクシレルSE 5,000倍＋ジマンダイセン水和剤600倍＋マシン油200～400倍

●キウイフルーツ ○摘果 ・開花後10日頃から行う。

○フルメット処理 ・開花後20～30日頃3ppm（333倍）（ヘイワードのみ）で果実及び果梗部まで浸漬処理または果実散布。

○新梢管理 ・繁茂部を中心に、徒長枝などを誘引もしくは摘芯する。

○病害虫防除 【軟腐病】
・スカウトフロアブル2,000倍＋フロンサイドSC2,000倍加用、セルバイン500倍（6月中旬）
【カメムシ】
・アルバリン顆粒水溶剤2,000倍

●梅 ○収穫・出荷 ・毛じが半分とれた頃に収穫を行う。
・早採りに注意し適期収穫に努める。

●茶 ○2番茶摘採準備及
び摘採

・1番茶摘採から概ね40～45日頃が2番茶の摘採時期である。
・刈番終了後丁寧に整枝し、みる芽摘みの実施や被覆茶の生産に努める。
・生育状況を観察し、適期作業管理を実施する。

○病害虫防除 
（2番茶萌芽期～
開葉初期）

【チャノホソガ・スリップス・ウンカ】
・アルバリン顆粒水溶剤2,000倍の混用散布。（摘採7日前まで）
【炭疽病】
・2番茶の下葉を残す場合混用し、下葉を残さない場合は混用不要。 

インダーフロアブル5,000倍（摘採7日前まで）

○2番茶摘採後 ・更新は浅刈り程度にする。

畜 産
品 目 主要管理 管理のポイント

●肥育牛 ○夏場の飼育管理 ・給水管理はこまめに行い、常時飲水できる状態を保つ。
・牛舎内は換気扇等を回し、牛舎内温度を涼しく保つようにする。
・敷料は交換を行い、牛にストレスがかからないよう牛房を快適に保つ。
・飼料給与は、時間帯によって暑すぎると食わないことがあるため、なるべく涼しい時間帯に与えるように

する。また、雨期の発酵飼料の取扱いには注意する。
・暑さから体力等消耗するため、ビタミン及び強肝剤補給はこまめに行う。（ウルソー・パンカル）
・牛にとって暑い夏をいかに快適に過ごさせるかが管理の最大のポイントなので、暑さ対策の準備に遅

れることがないよう万全を期す。（牛の観察を十分に行う）
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射手座
（11/23〜12/21）

【全体運】運勢には活気があります。あなたが頑張ればなんとかなる頼まれ事は引き受けてあげて。今後の礎になるはず
【健康運】外出の機会を増やして。体を動かすほど元気に　　【幸運を呼ぶ食べ物】アナゴ

家庭
菜園

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

園
芸
研
究
家

成

松

次

郎

ニ
ン
ジ
ン
　
適
期
の
種
ま
き
と
灌
水
で
発
芽
を
万
全
に

ニ
ン
ジ
ン
の
発
芽
適
温
は
15
〜
25
度
で
、
７
〜
10
日

で
発
芽
が
そ
ろ
い
ま
す
が
、
35
度
以
上
で
は
発
芽
し
ま

せ
ん
。
発
芽
直
後
の
種
は
乾
燥
す
る
と
枯
死
し
、
過
湿

で
は
酸
素
不
足
で
発
芽
不
良
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
の

生
育
適
温
は
20
度
前
後
の
冷
涼
な
気
候
で
す
。

〔
品
種
〕
耐
病
性
、
耐
暑
性
に
優
れ
る
品
種
を
選
び
ま

し
ょ
う
。
五
寸
系
で
は「
向
陽
二
号
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、

「
ベ
ー
タ
ー
リ
ッ
チ
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）、「
ひ
と
み
五

寸
」（
カ
ネ
コ
種
苗
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ミ
ニ
ニ
ン

ジ
ン
は
極
早
生
で
柔
ら
か
く
、
生
食
向
き
で
す
。

〔
畑
の
準
備
〕
種
ま
き
の
２
週
間
前
に
１
平
方
ｍ
当
た

り
苦
土
石
灰
１
０
０
ｇ
を
散
布
し
て
、
深
さ
30
㎝
程
度

に
耕
し
て
お
き
ま
す
。
種
ま
き
の
１
週
間
前
に
、
１

平
方
ｍ
当
た
り
化
成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
10
％
）

１
０
０
ｇ
と
完
熟
堆
肥
２
㎏
を
施
し
、
土
と
よ
く
混
ぜ

て
お
き
ま
す
。
70
〜
80
㎝
程
度
の
畝
幅
に
、条
間
20
㎝
、

深
さ
１
、２
㎝
程
度
の
ま
き
溝
を
２
条
作
り
ま
す
（
図

1
）。

※関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成しています。

間
引
き
後
に
１
平
方
ｍ
当
た
り
化
成
肥
料
50ｇ
を
追
肥

し
、
株
元
に
土
寄
せ
し
て
株
を
し
っ
か
り
固
定
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
収
穫
期
近
く
に
は
、
根
の
肩
の
部
分
に
さ
ら

に
土
寄
せ
し
、根
が
緑
に
着
色
す
る
の
を
防
ぎ
ま
す（
図

３
）。

〔
病
害
虫
の
防
除
〕
葉
は
キ
ア
ゲ
ハ
の
大
好
物
な
の
で
、

見
つ
け
次
第
、
手
で
取
り
除
き
ま
す
。
ネ
コ
ブ
セ
ン
チ

ュ
ウ
に
弱
い
の
で
連
作
を
避
け
、
前
作
に
被
害
が
あ
る

と
き
は
作
付
け
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

〔
収
穫
〕
根
径
５
㎝
程
度
に
肥
大
し
た
株
か
ら
順
次
抜

き
取
り
ま
す
。
年
内
は
肥
大
が
続
く
の
で
、
太
り
過
ぎ

て
裂
根
し
な
い
う
ち
に

収
穫
を
し
ま
す
（
図

４
）。
８
月
ま
き
で
は
、

さ
ら
に
土
寄
せ
し
て
越

冬
さ
せ
、
葉
が
枯
れ
た

後
で
も
適
宜
掘
り
上
げ

て
収
穫
で
き
ま
す
。

〔
種
ま
き
〕
畑
が
乾
い
て
い
る
と
き
は
、
ま
き
溝
に
灌

水
（
か
ん
す
い
）
を
し
て
お
き
ま
す
。
溝
に
種
を
１
、

２
㎝
間
隔
に
条
ま
き
し
、
裸
種
子
は
５
㎜
の
厚
さ
、
ペ

レ
ッ
ト
種
子
の
場
合
は
１
㎝
の
厚
さ
を
基
準
に
覆
土
し

ま
す
。
軽
い
火
山
灰
土
で
は
手
で
し
っ
か
り
土
を
押
さ

え
付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
も
み
殻
を
か
ぶ

せ
て
乾
燥
を
防
ぐ
、
黒
寒
冷
し
ゃ
の
被
覆
で
地
温
を
下

げ
る
な
ど
の
対
策
を
行
い
ま
す
。

〔
灌
水
〕
種
ま
き
前
に
土
に
し
っ
か
り
水
を
含
ま
せ
る

こ
と
、発
芽
後
も
土
を
乾
か
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

な
お
、
黒
寒
冷
し
ゃ
な
ど
の
日
射
を
遮
る
資
材
で
べ
た

が
け
し
た
と
き
は
、
発
芽
後
す
ぐ
に
取
り
除
き
ま
す
。

〔
間
引
き
と
追
肥
、
土
寄
せ
〕
１
回
目
の
間
引
き
は
本

葉
２
、３
枚
の
と
き
に
密
生
部
や
生
育
の
遅
れ
て
い
る

株
、
逆
に
極
端
に
進
ん
で
い
る
株
を
間
引
き
ま
す
（
図

２
‐
１
）。
２
回
目
は
本
葉
５
、６
枚
の
と
き
に
行
い
、

株
間
を
６
〜
10
㎝
に
し
ま
す
。
間
引
く
株
の
根
元
を
手

で
押
さ
え
て
引
き
抜
き
ま
す
（
図
２
‐
２
）。
最
後
の
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山羊座
（12/22〜1/19）

【全体運】良好ですがペースダウンの時期なので予定を詰め込み過ぎないように。ゆとりある行動を心がけると好結果に
【健康運】古傷、病後のケアはしっかりと。温泉にツキ　　【幸運を呼ぶ食べ物】シロウリ

「水田活用直接支払交付金」の見直しについて
国土が狭く、農地面積が限られる日本

において、米の安定供給や食料自給率の
向上等を図るためには、水田を有効活用
することが重要となります。このため、
国は水田の活用促進、麦・大豆・野菜な
どの戦略作物の定着（本作化）等を目的
として「水田活用直接支払交付金」を措
置しています。

同交付金については、農林水産省は令
和３年度に見直しを進め、今後５年間に
一度も水張りをしない農地を交付対象外
とする「５年水張りルール」を打ち出し
ました。

国は令和５年度も現場の課題等にかか
る調査を行うこととしています。このル
ールの導入は課題も多く、JAグループ
佐賀としても引き続き生産現場の課題を
伝え、運用の見直しを求めていくことと
しています。

市
場

レ
ポ
ー
ト

Ｊ
Ａ
伊
万
里
産
小
葱
の
飛
躍
を
目
指
し

令
和
５
年
産
の
小
葱
販
売
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
伊
万
里
小
葱
部
会
は
、
生

産
者
10
名
で
、
栽
培
面
積
８
・
３
㏊
と
少
数

な
が
ら
も
大
規
模
な
面
積
と
な
っ
て
い
ま

す
。
近
年
で
は
、
生
産
技
術
の
向
上
や
優
良

品
種
の
導
入
に
伴
い
、
小
葱
部
会
全
体
の

反
収
が
伸
び
、
４
年
産
で
は
平
均
反
収
３
，

３
３
１
㎏
に
到
達
し
、
数
量
１
６
８
ｔ
、
平

均
単
価
は
㎏
当
り
９
０
９
円
、
販
売
金
額
は

１
億
５
，
３
０
０
万
円
と
実
績
を
大
き
く
伸

ば
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
伊
万
里
管
内
の
小
葱
は
一
年
中
栽
培

さ
れ
て
お
り
、
出
荷
先
と
し
て
関
東
市
場
か

ら
九
州
市
場
ま
で
幅
広
く
出
荷
し
て
い
ま

す
。
市
場
毎
に
得
意
な
階
級
が
あ
り
、
九
州

で
は
Ｍ
・
Ｓ
サ
イ
ズ
、
関
東
関
西
で
は
Ｌ
・

Ｍ
サ
イ
ズ
が
好
ま
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ

に
応
じ
て
出
荷
販
売
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
こ
れ
か
ら
は
「
薬
味
」
で
の
需
要
が
高

ま
り
、
７
〜
９
月
に
か
け
て
は
高
温
期
に
な

り
全
国
的
に
数
量
も
減
少
し
、
高
値
で
の
取

引
が
行
な
わ
れ
る
時
期
で
、
年
間
通
し
て
の

一
つ
の
山
場
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
小
葱
部
会
の
事
業
活
動
の
中
に

は
「
６
次
産
業
」
が
あ
り
、
Ｊ
Ａ
伊
万
里
管

内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
農
産
物
（
小
葱
、
梨
、

ナ
ス
、
鶏
肉
な
ど
）
の
未
利
用
資
源
を
活
用

し
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
の
製
造
販
売
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
に
関
し
て
は

管
内
の
直
売
所
含
め
、
県
内
の
Ｊ
Ａ
関
連
の

店
舗
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

現
在
の
と
こ
ろ
在
庫
切
れ
と
な
っ
て
お
り
、

今
秋
（
９
月
）
に
販
売
再
開
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
是
非
お
手
に
取
っ
て
み
て
下
さ
い
。

先
般
、
令
和
４
年
度
の
小
葱
部
会
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
中
で
「
新
規
生
産
者

が
増
え
る
様
な
呼
び
か
け
を
、
農
協
と
し
て

も
お
願
い
し
た
い
。」
と
言
う
意
見
が
出
ま

し
た
。
近
年
、
Ｊ
Ａ
伊
万
里
管
内
で
の
施
設

園
芸
で
は
、
キ
ュ
ウ
リ
を
始
め
イ
チ
ゴ
・
ア

ス
パ
ラ
で
新
規
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
小
葱
栽
培
で
は
な
か
な
か
希
望
者
が
居

ら
ず
、
生
産
者
数
が
減
少
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
前
述
の
通
り
、
小
葱
は
一
年
中
栽

培
が
可
能
で
、
尚
且
つ
平
均
単
価
が
㎏
当
り

９
０
０
円
前
後
と
、
重
量
物
や
季
節
物
の
品

目
に
比
べ
、
軽
量
野
菜
で
安
定
収
入
が
見
込

め
非
常
に
魅
力
の
あ
る
品
目
と
な
っ
て
い
ま

す
。
小
葱
部
会
の
先
達
や
関
係
機
関
・
Ｊ
Ａ

で
精
一
杯
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
の
で
、
施

設
園
芸
で
新
規
就
農
を
お
考
え
の
方
は
是
非

「
小
葱
栽
培
」
を
視
野
に
入
れ
て
ご
検
討
下

さ
い
。

５
月
８
日
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
「
５
類
感
染
症
」
に
移
行
し
ま
し
た
。

ま
た
、
マ
ス
ク
着
用
も
個
人
や
事
業
所
で
の

判
断
と
な
り
、
観
光
業
や
飲
食
業
界
の
動
き

が
回
復
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
コ
ロ

ナ
前
の
様
に
販
売
促
進
活
動
も
実
施
で
き
る

環
境
に
な
る
事
を
切
に
願
い
、
生
産
者
手
取

り
を
最
優
先
に
考
え
、
園
芸
流
通
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て
、
販
売
業
務
に
邁

進
し
て
参
り
ま
す
。流

通
販
売
課　

金
子
靖
治

（１）前年度に交付対象水田としたものから、次に該当するも
のを除く。
ア．非農地に転用された土地
イ．３年間連続して作物の作付が行われていない農地
ウ．湛水設備（畦畔など）がない農地
エ．用水供給設備（用水路など）がない農地

（２）令和４年度以降、５年間に一度も水張り（水稲作付）が
行われていない農地は交付対象としない。

（３）ただし、次の全てに該当する場合は、水張りを行った
とみなす。
①湛水管理を１ヶ月以上行う
②連作障害による収益低下が発生していない

※（２）は３年度、（３）は４年度に決定

○農地貸借で借り手はルールを意識した営農をせざるを得
ず、農地利用に制限が加わる。

○５年経過したら交付対象水田から除外されるので、施設園
芸用農地が円滑に貸借できない恐れがある。すでに借りて
いる施設園芸用農地の返還（貸しはがし）も懸念される。

交付対象水田のルール（概要）

ルール導入による懸念事項
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水瓶座
（1/20〜2/18）

【全体運】ハプニングの予感。忙しくなりそうですが大きな成果が期待できます。ピンチはチャンスなので冷静に対応を
【健康運】うっかりのけがに注意。安全確認は丁寧に　　【幸運を呼ぶ食べ物】トウモロコシ

梅
雨
太
り
対
策

お
い
し
く
食
べ
て
美
し
く

栄
養
士
●
吉
田
理
江

ジ
メ
ジ
メ
し
た
湿
度
の
高
い
日
が
続
く
梅

雨
の
時
期
に
、
突
然
体
重
が
増
え
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
　
梅
雨
の
時
期
に
体
重
が

増
え
る
こ
と
を
「
梅
雨
太
り
」
と
い
い
ま
す
。

原
因
は
、
気
圧
や
湿
度
の
関
係
で
、
体
内
に

水
分
が
た
ま
り
や
す
く
な
り
、
む
く
む
か
ら

で
す
。
今
回
は
、
体
内
に
た
ま
っ
た
余
分
な

水
分
を
排
出
し
、
梅
雨
太
り
を
解
消
す
る
三

つ
の
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
１
】
カ
リ
ウ
ム
を
取
る

野
菜
、
果
物
な
ど
に
含
ま
れ
る
カ
リ
ウ
ム

に
は
、
体
内
の
余
分
な
塩
分
を
排
出
さ
せ
る

働
き
が
あ
る
た
め
、
む
く
み
解
消
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。
旬
の
食
材
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

キ
ュ
ウ
リ
に
は
、
カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
に
含
ま

れ
て
い
る
た
め
、
食
事
に
取
り
入
れ
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。
汁
物
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
入
れ

た
り
、
サ
ラ
ダ
に
キ
ュ
ウ
リ
を
入
れ
る
と
手

軽
に
カ
リ
ウ
ム
が
取
れ
ま
す
。

【
２
】
減
塩
す
る

塩
分
を
取
り
過
ぎ
な
い
こ
と
も
大
切
で

す
。
汁
物
を
作
る
と
き
、
野
菜
な
ど
の
具
を

多
く
し
て
汁
を
減
ら
す
こ
と
で
、
塩
分
を
抑

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
煮
物
、
汁
物
を
作
る

と
き
は
、
か
つ
お
節
、
干
し
シ
イ
タ
ケ
の
だ

し
を
利
か
せ
る
と
塩
分
を
減
ら
し
て
も
物
足

り
な
さ
を
感
じ
ま
せ
ん
。
一
食
分
全
て
を
減

塩
に
す
る
の
で
は
な
く
、
一
品
は
し
っ
か
り

と
味
を
付
け
、
他
の
料
理
を
減
塩
に
す
る
と

満
足
感
が
得
ら
れ
て
続
け
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。

【
３
】
冷
え
症
対
策

体
が
冷
え
る
と
血
流
が
悪
く
な
り
む
く
み

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
冷
え
症
対
策
に
は
、

体
を
温
め
る
と
し
て
知
ら
れ
る
シ
ョ
ウ
ガ
が

お
薦
め
で
す
が
、
生
で
取
る
よ
り
加
熱
す
る

と
良
い
で
す
。
シ
ョ
ウ
ガ
の
辛
味
成
分
の
一

つ
で
あ
る
ジ
ン
ゲ
ロ
ー
ル
に
は
、
血
管
を
拡

張
さ
せ
て
血
行
を
良
く
す
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。
加
熱
す
る
と
シ
ョ
ウ
ガ
オ
ー
ル
に
変
化

し
、体
の
熱
を
作
り
出
す
働
き
を
す
る
た
め
、

炒
め
物
や
汁
物
に
シ
ョ
ウ
ガ
を
入
れ
る
と
良

い
で
す
。
ま
た
、
冷
た
い
飲
み
物
は
氷
を
抜

く
、
献
立
に
温
か
い
汁
物
を
加
え
る
な
ど
の

工
夫
で
体
が
冷
え
に
く
く
な
り
ま
す
。

し
っ
か
り
対
策
を
し
て
、
梅
雨
太
り
を
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。

伊万里・有田地区伊万里・有田地区
農業女子交流会に農業女子交流会に
参加しませんか！参加しませんか！

若手女性農業者同士が親交を深めることで連携活動
のきっかけを作り、女性農業者のネットワーク構築を
すすめることを目的とした交流会を開催します。

●日 時	 令和５年６月21日㈬ 
11:00 ～ 13:30

●場 所	 伊万里市民センター 
（伊万里市松島町391-1）

●内 容	 事例紹介　神埼市いちご栽培、加工販売　
香月涼子氏 
意見交換会　～地元食材を使ったランチ
ボックスとともに～

●対 象 者	 伊万里市または有田町の若手女性農業者
●参 加 費	 500円（昼食代）
●募集期間	～ ６月14日㈬
●募集人数	 50名程度 

（事前の申込みをお願いします）
●応募・問合せ先

伊万里農林事務所 
西松浦農業振興センターまで
℡0955-23-5128

令和６年度 JA伊万里新規採用職員募集案内
●職　種	 総合職（金融・共済・購買・販売の事務・ 

事業推進）、営農指導職、農機専門職、 
給油所

●採用予定人員	 15名程度
●勤務地	 当JA管内の本所、支所、事業所
●初任給	 185,000円（大　卒） 
（基本給）	 170,100円（短大卒）

●諸手当	 職務手当、通勤費、家族手当、その他
●賞　与	 年2回（夏季、年末）
●昇　給	 年1回
●休　日	 完全週休2日制、年末年始休暇、有給休暇、 

特別有給休暇、リフレッシュ休暇、盆休
●福利厚生等	 各種社会保険加入、退職金制度、 

財形貯蓄制度、職員勤続表彰
●応募資格	 【大卒・短大卒（農大含む）】 

令和６年３月末までに卒業見込み及び 
卒業された方

●応募締切	 令和５年６月16日㈮必着
●採用試験	 令和５年６月26日㈪
●選考方法	 基礎能力試験、適性試験、小論文、面接
●応募書類	 卒業（見込）証明書、成績証明書、履歴書
●書類送付先・お問い合せ 

（担当）総務課　山嵜、高田 
〒848-0027 伊万里市立花町1290-1 
b 0955-23-5555 
e 0955-23-3164 
E-mail：soumu09@saga-ja.jp 
U R L ：https://jaimari.saga-ja.jp/
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魚座
（2/19〜3/20）

【全体運】計画通りに進めようと躍起になるのは逆効果。少しずつ微調整しながら進めましょう。下旬にはうまく整います
【健康運】薬膳など健康にいいメニューを取り入れて　　【幸運を呼ぶ食べ物】ラッキョウ

結婚式は、JA伊万里が
心からお手伝いします。

「冠婚」「法事」「祝事」はJA伊万里にお任せください。お申込みはJA伊万里ふれあい生活課へ ☎23-5575

指定式場

もしもの時は24時間待機の
JA斎場 伊万里　JA斎場 有田
☎23-5510　☎46-5510

病院からの霊身送りも承っております。
葬祭のことならJAへ

こ こ いちばん こ こ いちばん

★伊万里迎賓館
★ロイヤルチェスター伊万里

お

く

や

み

お

く

や

み

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

※（
　
）内
は
喪
主
　
　
Ｊ
Ａ
伊
万
里
葬
儀
関
係
分

令
和
５
年
４
月
11
日
〜
令
和
５
年
５
月
10
日

瀬
戸
町

松
　
尾
　
政
　
子
さ
ん
（
房

江
さ
ん
）

立
花
町

山
　
本
　
紀
　
彦
さ
ん
（
浩

一
さ
ん
）

黒
川
町

坂
　
口
　
美
喜
代
さ
ん
（
尚

之
さ
ん
）

黒
川
町

岩
　
本
　
一
　
枝
さ
ん
（

茂
さ
ん
）

黒
川
町

岩
　
野
　
正
　
子
さ
ん
（
安

夫
さ
ん
）

黒
川
町

原
　
田
　
憲
　
厚
さ
ん
（
幸

枝
さ
ん
）

二
里
町

吉
　
富
　
悦
　
子
さ
ん
（
安

彦
さ
ん
）

二
里
町

山
　
本
　
マ
ツ
エ
さ
ん
（
博

文
さ
ん
）

東
山
代
町

山
　
口
　
通
　
子
さ
ん
（
嘉

郎
さ
ん
）

山
代
町

山
　
本
　
嘉
　
男
さ
ん
（
伊
津
子
　さん
）

山
代
町

土
　
井
　
安
　
弘
さ
ん
（
ツ
ル
エ
さ
ん
）

南
波
多
町

前
　
田
　
靜
　
江
さ
ん
（
常

雄
さ
ん
）

大
川
町

田
　
口
　
ハ
ル
ヨ
さ
ん
（
銑

一
さ
ん
）

大
川
町

中
　
島
　
義
　
隆
さ
ん
（
キ
ヨ
ミ
さ
ん
）

大
川
町

平
　
山
　
伊
智
朗
さ
ん
（
初

美
さ
ん
）

大
川
町

中
　
嶋
　
正
　
行
さ
ん
（

学
さ
ん
）

大
川
町

草
　
場
　
誠
　
一
さ
ん
（
み
ち
よ
さ
ん
）

大
川
町

草
　
場
　
キ
ヨ
子
さ
ん
（
安

幸
さ
ん
）

大
川
町

辻
　
　
　
君
　
子
さ
ん
（
健
太
郎
さ
ん
）

松
浦
町

小
　
松
　
俊
　
行
さ
ん
（
勝
千
代
さ
ん
）

松
浦
町

川
　
畑
　
浩
　
司
さ
ん
（
仁

美
さ
ん
）

松
浦
町

副
　
島
　
文
　
雄
さ
ん
（
佐
智
江
さ
ん
）

有
田
町

佐
　
藤
　
マ
ツ
エ
さ
ん
（
岩

男
さ
ん
）

有
田
町

山
　
口
　
正
　
義
さ
ん
（
誠

一
さ
ん
）

有
田
町

森
　
　
　
清
　
子
さ
ん
（
尚

文
さ
ん
）

有
田
町

池
　
田
　
ハ
ツ
エ
さ
ん
（
保

信
さ
ん
）

理
事
会
報
告

４
月
26
日
に
定
例
理
事
会
を
Ｊ
Ａ
会
館

会
議
室
で
開
き
、
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま

し
た
。

第
１
号
議
案	

第
58
回 
通
常
総
代
会
に

お
け
る
被
表
彰
者
の
選
定

に
つ
い
て

第
２
号
議
案	

第
６
次
中
期
経
営
３
ヵ
年

計
画
に
つ
い
て

第
３
号
議
案	

余
裕
金
運
用
規
程
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

第
４
号
議
案	

令
和
５
年
度 

余
裕
金
運

用
方
針
及
び
運
用
方
法
に

つ
い
て

第
５
号
議
案	

与
信
取
引
に
関
す
る
利
用

者
へ
の
説
明
態
勢
に
か
か

る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

第
６
号
議
案	

第
58
回 

通
常
総
代
会
の

開
催
お
よ
び
提
出
議
案
・

報
告
事
項
に
つ
い
て

第
７
号
議
案	

繰
延
税
金
資
産
の
回
収
可

能
性
に
か
か
る
長
期
総
合

損
益
計
画
の
策
定
に
つ
い

て

第
８
号
議
案	

土
地
の
使
用
貸
借
契
約
に

つ
い
て

第
９
号
議
案	

土
地
賃
貸
借
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

第
10
号
議
案	

土
地
賃
貸
借
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

す
べ
て
の
議
案
は
、
原
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

JAでんきでお得JAでんきでお得
キャンペーンキャンペーン

JA伊万里とJAさが、JAラ
イフサポート佐賀は４月７日に
佐賀県産和牛が当たる「JAで
んきでお得キャンペーン」の抽
選会を行い、JA伊万里管内か
らは３名が当選しました。

▲抽選を行う津上部長㊨
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クロスワード
Ｑｕｉｚ

二重マスの文字をA〜Eの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
１
年
で
一
番
昼
が
長
い
日

②
徳
川
家
康
が
晩
年
を
過
ご

し
た

―
城

③
不
動
産
会
社
が
売
買
す
る

も
の
の
１
つ

⑤
『
落
穂
拾
い
』
や
『
晩
鐘
』

を
描
い
た
画
家

⑥
奈
良
や
鎌
倉
の
も
の
が
有

名
⑧
テ
ッ
セ
ン
と
も
呼
ば
れ
る

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
の
花

⑪
相
撲
取
り
が
踏
み
ま
す

⑫
抑
揚
の
な
い
せ
り
ふ
回
し

は
⑬
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ゴ
ー
ヤ

ー
が
多
く
出
回
る
季
節

⑮
弁
当
箱
に
ご
飯
と
一
緒
に

詰
め
ま
す

⑯

―
コ
ー
ト
、

―
ブ

ー
ツ

⑲
円
周
率
を
表
す
文
字

⑳
ネ
タ
と
シ
ャ
リ
で
作
り
ま

す

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
招
く
側
が
ホ
ス
ト
な
ら
、

招
か
れ
る
側
は

④
タ
マ
ネ
ギ
を
切
る
と
出
る

こ
と
も

⑦
建
て
た
ば
か
り
の
建
物
の

こ
と

⑨
数
字
の
ゼ
ロ
を
日
本
語
で

い
う
と

⑩
サ
ー
ブ
→

―
→
ト
ス

→
ア
タ
ッ
ク

⑬
「
海
鼠
」
と
書
く
生
き
物

⑭
置
き
時
計
は
ク
ロ
ッ
ク
、

腕
時
計
は

⑰
仕
事
や
用
事
が
な
い
空
き

時
間
の
こ
と

⑱
コ
シ
ョ
ウ
、
ナ
ツ
メ
グ
、

シ
ナ
モ
ン
な
ど

㉑
プ
ー
ル
の
授
業
の
と
き
に

着
ま
す

㉒
領
収
書
に
収
入

―
を
貼

っ
た

q

は
が
き
に
次
の
要
領
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

q

〆
切
り
　
６
月
12
日
㈪
　
消
印
有
効

q

発
　
表
　
令
和
５
年
７
月
号
誌
上

q

ご
応
募
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
へ 

「
全
農
商
品
券
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

q

応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
に 

①
答
え 

②
郵
便
番

号
・
住
所 

③
氏
名
・
年
齢 

④
電
話
番
号 

⑤

毎
月
読
む
ペ
ー
ジ 

⑥
本
誌
へ
の
ご
意
見
を

も
れ
な
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

q

あ
て
先
　
〒
８
４
８
‐
０
０
２
７ 

伊
万
里
市
立
花
町
１
２
９
０
‐
１ 

Ｊ
Ａ
伊
万
里
「
広
報
」
係

５
月
号
の
答
え
は
「
ア
マ
リ
リ
ス
」

で
し
た
。
47
通
の
ご
応
募
が
あ
り
、
抽

選
の
結
果
、
次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
坪
町

尾
　
張
　
繁
　
幸

木
須
町

大
川
内
　
久
　
子

二
里
町

片
　
岡
　
さ
き
子

黒
川
町

前
　
田
　
益
　
美

黒
川
町

山
　
田
　
美
智
子

波
多
津
町

高
　
森
　
糸
　
美

南
波
多
町

山
　
口
　
し
と
み

大
川
町

大
　
坪
　
斗
　
和

有
田
町

福
　
島
　
美
千
代

有
田
町

久
保
田
　
勝
　
世

（
敬
称
略
）

答
え
＆
当
選
者

応
募
方
法

エビ（ブラックタイガー）……… 6尾
白こしょう……………………… 少量
青ジソ…………………………… 6枚

※計量後に冷蔵庫で冷やしておく
小麦粉……………………… 50ｇ
水…………………………… 50ml
牛乳………………………… 50ml

サラダ油………………………… 適量
レモン…………………………… 適宜

❶	 エビは背ワタを取り、尾を残して殻をむいたら、白こしょうを振って青
ジソを巻く。

❷	 ①の表面の水分を拭き取り、小麦粉（分量外）をうっすら全体にまぶす。
❸	 衣を作る。ボウルに氷水を当て、衣の材料を小麦粉、水、牛乳の
順に加えて箸でダマが残るくらいに混ぜる。②のエビを衣にくぐらせ、
170度に熱したサラダ油で揚げる。

❹	 器に盛り、レモンを添える。

材 料（２人分） 作 り 方

ミルク衣で減塩に

エビのしそ巻き天ぷら

レシピ●料理家・管理栄養士 小山浩子さん
出典●Jミルク「乳和食サイト」

衣

⎧
⎪
⎪
⎨
⎪
⎪
⎩
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JAは地域に寄り添う組織JAは地域に寄り添う組織
●仕事について

JAフーズ佐賀の伊万里ピラフ工場に勤めて２年
目になります。調味液の製造をしていて、ライン稼
働の制御や品目が変わるときの洗浄をしています。
作業工程に支障がでないようしっかり確認しながら
仕事をしています。

●趣味・休日の過ごし方
ドライブが好きで佐世保や佐賀方面に行っていま

す。特に目的はなく、友達と喋りながら行くのも好
きです。

●理想の女性像
価値観が合う人、寄り添ってくれる人がいいです

ね。

●農業・JAについて
農大を卒業しているので農業には興味があり、休

日は農作業の手伝いをしたりしています。JAは地
域に寄り添う組織だと感じています。これから先も
農業に関わっていきたいと思っています。

高木 凜人高木 凜人さん（21）さん（21）
西部支所管内西部支所管内

2001年７月生まれ2001年７月生まれ
星　座　　かに　座星　座　　かに　座
血液型　　　Ａ　型血液型　　　Ａ　型

プロフィール

ナナイイススガガ
イイ

畑
の
恵
み
を
お
届
け
し
ま
す

畑
の
恵
み
を
お
届
け
し
ま
す

四季の里大川	 下平 芳子さん（大川町）

◆下平さんの主な出荷物
玉ねぎ

◆下平さんのコメント
玉ねぎ生産は30年前から行っていて、直売

所へ出荷を始めたのは10年程前からです。３
月の極早生品種に始まり秋から冬にかけてのサ
ラダ玉ねぎと、品種ごとにほぼ１年を通して出
荷をしています。

今年産は玉ねぎの肥大が良く、いい出来にな
っています。使う人、調理をする人のことを考
えて生産・出荷していますので、四季の里大川
で見かけた際にはぜひ手にとっていただければ
と思います。

直
売
所
コ
ー
ナ
ー

〜
消
費
者
の
気
持
ち
を
考
え
て

〜
消
費
者
の
気
持
ち
を
考
え
て

出
荷
し
て
い
ま
す
〜

出
荷
し
て
い
ま
す
〜

▲すぐ調理できるように皮をむいた状態で 
出荷します

▲収穫直前の畑。葉が倒れるのが収穫のサイン 
です

▲「ぜひご賞味ください」と話す 
下平さん

1818



お知らせI n f o r m a t i o n

　この機会に、生活総合宅配（食材宅配）への　この機会に、生活総合宅配（食材宅配）への
ご加入をご検討ください。ご加入をご検討ください。

わたしのところに配達されている方が 
とても明るく元気な方で、毎回楽しい
気分にしてくださいます。数分の時間し
か接していないのに、こちらまで元気
になります。

令和４年度に
いただいた
 ご意見は…

（一部掲載）

令和５年度も２６名の方に
モニターをお願いし、ご意見
をいただきます。

金額が高くなっても、刺身をもっと取り入れてほしい
です。どれも味が良い。

人気商品のまぐろたたき丼、かつお 
たたき、まぐろの刺身などをお届け 
します。
今後もコースやオプションでご提案
できるよう企画いたします。

卵、牛乳、おやつなどを
織り交ぜた、お一人様便
利セットをお届けします。

毎日の「おいしい食べ方のご提案」もあるので、料理を 
するのが苦にならず、毎日楽しく食事しています。
食材も栄養的なことも十分に考えてくださっているし、 
なによりも国産の新鮮な食材を届けてもらうのが 
うれしいです。タマネギ、ニンジンは切れることなく
野菜室に入っているので安心です。肉・魚も毎日食べ
ていますし、乳製品も届くので助かります。７月の

おしらせ

宅配日 Aコース：７月２４日（月）Bコース：７月２５日（火）

注文締切日 ６月１３日（火）

食材加入者限定
特別企画

鹿
児
島
県
産

写真はイメージです写真はイメージです

定価922円（税込み）

７月号の主な内容

命を守る！ 脱水・熱中症 予防と対策 冷凍する　干す　漬ける
夏野菜まるごと使いきりブック

特集１ 別冊付録

記録的な猛暑が続いた昨年は熱中症で
救急搬送される人が増加しました。脱水・
熱中症を引き起こす原因は「からだ」「環
境」「行動」の３点にありますが、見落
とされがちな点も多く、個々の生活にあ
わせた正しい対策がたいせつです。年々
長期化する猛暑の中、脱水・熱中症から
命を守るための正しい予防行動と対策に
ついて、熱中症研究の専門家に伺います。

トマトやキュウリ、ナス、トウモ
ロコシ、ゴーヤーなど、たくさん収
穫できる夏野菜。フードロスを防ぎ、
おいしく使いきるために、冷凍、干
す、漬ける方法を紹介します。長く
保存できるだけでなく、食材として
も幅が広がり一石二鳥。熱中症予防
ドリンクのレシピや夏に気をつける
べき調理のポイントも紹介します。

お申込みは、経済部ふれあい生
活課（☎23-5575）、または
最寄りの支所までお願いします。

プレゼントコーナー
ここをクリック!

６月の｢プレゼント｣の紹介JA伊万里ホームページ
https://jaimari.saga-ja.jp/

伊万里の新茶伊万里の新茶
※写真はイメージです

６月のJA伊万里ホームページ「プレゼント」は、鮮やか
な緑色と渋みが少なくまろやかな味わいの伊万里茶です。

ご応募の方は、ホームページ上にお名前、ご住所、電話番
号、メールアドレス、そしてJA伊万里に対するご意見・ご
感想を記入の上、６月末日までに送信してください。抽選で
３名の方にプレゼントします。

皆様からのたくさんのご応募をお待ちしております。

Ｊ
Ａ
生
活
総
合
宅
配（
食
材
宅
配
）で
は

「
モ
ニ
タ
ー
制
度
」を
実
施
し
て
い
ま
す

お問い合わせは、各営農経済センター・ふれあい生活課（☎0955-23-5575）へお尋ねください。

毎
月
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
届
け
し
︑
事
業
に
対
す
る
ご
意
見
や
︑

そ
の
月
に
お
届
け
し
た
商
品
に
つ
い
て
の
ご
意
見
︑
ご
要
望
︑

使
い
方
な
ど
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
す
︒

JAふれあい食材
くらし

の
良 品
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発
行
／
伊
万
里
市
農
業
協
同
組
合　
〠
８
４
８
‐
０
０
２
７　
佐
賀
県
伊
万
里
市
立
花
町
１
２
９
０
‐
１　
☎
０
９
５
５
‐
２
３
‐
５
５
５
５
㈹　
企
画・編
集
／
総
務
部
企
画
管
理
課　
発
行
日
／
令
和
５
年
６
月
１
日　
印
刷
／
山
口
印
刷
㈱

No.
242

５
月
に
な
り
田
植
え
シ
ー
ズ

ン
に
入
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
で
も

食
農
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て

支
所
の
営
農
技
術
員
や
地
域
の

皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
小
学

生
に
向
け
て
田
植
え
や
稲
刈
り

な
ど
の
体
験
を
行
っ
て
い
ま

す
。
子
供
た
ち
に
米
が
で
き
る

ま
で
の
過
程
や
食
の
大
切
さ
を

知
っ
て
も
ら
え
る
い
い
機
会
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
時
期
に
は
ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
の
大
型
農
業
機
械
が
数
多
く

稼
働
し
ま
す
。
無
事
故
で
農
作

業
を
終
え
る
た
め
に
作
業
中
の

農
業
機
械
に
は
安
易
に
近
づ
か

な
い
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
る

な
ど
、
十
分
に
気
を
つ
け
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
伊
万
里
は
今
年
度
で
合

併
20
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
記
念
と
し
て
ロ
ゴ
を

作
成
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
こ

れ
か
ら
会
議
資
料
や
イ
ベ
ン

ト
、
名
刺
等
で
こ
の
ロ
ゴ
を
使

用
し
て
い
き
ま
す
。
（
樋
口
）

編
集
後
記

編
集
後
記

▲企画管理課の山本職員が
デザインしました
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